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令和４年度第３回教育研究評議会議事録 

 

日 時 令和４年６月１５日(水) １４：３０～１６：４７  

場 所 事務局５階大会議室、Ｓ－Ｐｏｒｔ３階会議室 

出席者 日詰、塩尻、川田、森田、大場、川村、片田、池田、高倉、金原、本橋 

近藤、田島、桐谷、熊倉、村山、笹原、小西、田中、山本、喜多、木村元

彦、鳥山、加藤、江口、猪川、原、間瀬、坂本の各評議員 

青木徹（木村雅和代理）、 

欠席者 木村雅和 

陪席者 鈴木監事、粟井、下村の各学長補佐 

     

Ⅰ 前回議事録の承認について 

令和４年度第２回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ 審議事項 

１ 静岡大学の将来構想について                （資料１） 

議長から、静岡大学の将来構想について、資料１－１により、令和４年５月１ 

９日～６月１５日までの会議等の開催状況、資料１－２により、第 42 回静岡大 

学・浜松医科大学連携協議会（令和４年5月26日）、森田委員から資料１－３に 

より第２回静岡大学将来構想推進会議（令和４年5月31日）について報告があっ 

た。 

＜議長の説明等＞ 

・静岡大学・浜松医科大学連携協議会浜松地区の大学運営検討専門委員会（第 31回）におけ 

る教育・研究にかかるＷＧについて 

浜松地区新大学 医工情連携により創出される研究における「ソーシャルウェルネスの実 

現」、「イノベーションの創出」、「スーパーシティの実現」の３つの柱について報告があった。 

・浜松地区新大学の将来構想について 

医工情の異分野融合シンポジウムの両大学の窓口について、浜松医科大学は次世代創造医工 

情報教育センター、静岡大学は調整中との報告があった。 

 浜松地区新大学では未来共創推進教育研究センター（仮称）が設置される構想があるとの報 

告があった。 

・新法人設立・大学再編の進め方について 

静岡大学・浜松医科大学連携協議会からの法人統合・大学再編の方向性が明確に示されてい 

ないなかでは下部の委員会における議論も先に進まない状況にあるので両学長の間で方向性を 

詰めていただきたいという要望を受け、両学長が会談を行い下記のことを確認したとの報告が

あった。 

・両大学は非常に重要なパートナーであること  

・法人統合・大学再編については今後も建設的な対話を継続していくこと 

・今後トップ会談を定期的に開催して両大学での意見や進捗状況を確認し方向性を見据えて 

いくこと 
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＜森田委員の説明等＞ 

・第２回静岡大学将来構想推進会議（令和４年 5月 31日）について 

静岡大学「グローバル共創科学部（仮称）」について設置認可申請、ワーキンググループで 

の検討内容、静岡大学将来構想推進会議のとりまとめ案である「「グローバル共創科学部（仮 

称）」へ期待すること（案）」、（仮称）地域連携プラットフォームについて（案）について報告 

があった。 

 

２ 第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する報告書について 

金原委員から、資料２により、第３期中期目標期間に係る業務の実績に関する

報告書について説明があり、前回より更新された内容について確認依頼があっ

た。また、今後、修正等があった場合の対応は議長に一任させていただきたいと

の提案があり、審議の結果、これを了承した。 

 

３ 第３期中期目標期間の教育研究評価に係る中期目標の達成状況報告書につい 

 て 

金原委員から、資料３により、第３期中期目標期間の教育研究評価に係る中期 

目標の達成状況報告書について前回より更新された内容について説明があり、内

容について確認依頼があった。また、今後、修正等があった場合の対応は議長に

一任させていただきたいとの提案があり、審議の結果、これを了承した。 

           

４ 教職大学院認証評価自己評価書について 

教職大学院認証評価準備委員会代表 宇都宮教授から、資料４により、教職大 

学院認証評価自己評価書について説明、今後の訪問調査、Web 調査についてそれ 

ぞれ１０月、１１月に実施予定であるとの報告、金原委員から今後、修正等があ 

った場合の対応は議長に一任させていただきたいとの提案があり、審議の結果、 

これを了承した。 

 

５ 静岡大学私費外国人留学生学士課程成績優秀者に対する授業料免除の特例に 

関する要項の一部改正について                      

  近藤委員から、資料５により、静岡大学私費外国人留学生学士課程成績優秀 

者に対する授業料免除の特例に関する要項の一部改正について提案があり、審議 

の結果、これを了承した。 

 

６ 国立大学法人静岡大学経営協議会学外委員について 

議長から、国立大学法人静岡大学経営協議会学外委員１名の任期満了に伴う、 

後任の学外委員候補者について、資料６により提示があり、意見を聴取したが、 

特段の意見はなく承認した。 
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７ 第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標の申請について 

森田委員から、第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標の申請 

について、資料７によりこれまでの検討経過の説明と申請項目について、また、

今後、修正等があった場合の対応は議長に一任させていただきたいとの提案があ 

り、審議の結果、中期計画【27】の評価指標【27-1】について一部修正すること 

とし、これを了承した。 

 

８ 国立大学法人静岡大学学則及び静岡大学大学院規則の一部改正について 

塩尻委員から、資料８により、国立大学法人静岡大学学則及び静岡大学大学院規 

則の一部改正について提案があり、審議の結果、これを了承した。 

 

９ 入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）の一部改正について 

塩尻委員から、資料９により、入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー） 

の一部改正について提案があり、審議の結果、これを了承した。 

 

１０ 朝鮮大学校（大韓民国）との大学間交流協定の更新について 

近藤委員から、資料１０により、朝鮮大学校（大韓民国）との大学間交流協定の 

更新について提案があり、審議の結果、これを了承した。 

 

１１ シーナカリンウィロート大学（タイ王国）との大学間交流協定の更新について 

近藤委員から、資料１１により、シーナカリンウィロート大学（タイ王国）との 

大学間交流協定の更新について提案があり、審議の結果、これを了承した。 

 

１２ ロレーヌ大学（フランス共和国）との大学間交流協定の更新について 

近藤委員から、資料１２により、ロレーヌ大学（フランス共和国）との大学間 

交流協定の更新について提案があり、審議の結果、これを了承した。 

  

１３ 機関別認証評価の「改善を要する事項」への対応状況について 

金原委員から、資料１３により、機関別認証評価の「改善を要する事項」への対 

応状況（【基準６－４】部分）について説明があった。また、今後、修正等があ 

った場合の対応は議長に一任させていただきたいとの提案、もう一点の指摘事項 

である【基準５－３】部分については次年度以降の提出となる見込みであるとの 

説明があり、審議の結果、これを了承した。 

 

Ⅲ 報告事項 

１ 令和４年度第３回企画戦略会議（令和４年６月１日）報告 

議長から、令和４年度第３回企画戦略会議（令和４年６月１日）報告につい 

て、資料１４により報告があった。 

       

２ 「THE 世界大学ランキング日本版 2022 静岡大学の結果と状況について」 

森田委員から、「THE 世界大学ランキング日本版 2022 静岡大学の結果と状況 

について」、資料１５により報告があった。 
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３ 富士山静岡空港株式会社と静岡大学未来社会デザイン機構との地域振興に関する 

協定の締結について 

塩尻委員から、富士山静岡空港株式会社と静岡大学未来社会デザイン機構との地 

域振興に関する協定の締結について、資料１６により報告があった。 

  

４ 令和３年度卒業・修了者の進路状況（5月 1日現在）について 

  池田委員から、令和３年度卒業・修了者の進路状況（5月 1日現在）について、 

資料１７により報告があった。 

 

５ 令和３年度監事業務監査改善要望事項に対する役員会の基本方針について 

森田委員から、令和３年度監事業務監査改善要望事項に対する役員会の基本方針 

について、資料１８により報告があった。 

 

６ 令和５年度施設整備補助金概算要求について             

片田委員から、令和５年度施設整備補助金概算要求について、資料１９により報 

告があった。 

 

７ ウクライナ協定校からの交換留学生の受け入れについて 

近藤委員から、ウクライナ協定校からの交換留学生の受け入れについて、資料２ 

０により報告があった。 

 

８ 令和３年度決算について                 

片田委員から、令和３年度決算について、資料２１により報告があった。 

 

９ 未来創成本部アドバイザリーボートの設置について 

議長から、未来創成本部アドバイザリーボートの設置について、資料２２により 

報告があった。 

 

１０ 新型コロナウイルス感染症の感染者と濃厚接触があった学生に係る授業出欠の 

取扱いについて                             

塩尻委員から、新型コロナウイルス感染症の感染者と濃厚接触があった学生に 

係る授業出欠の取扱いについて、資料２３により報告があった。 

 

Ⅳ その他 

１ グローバル共創科学部（仮称）連続セミナーの実施について 

池田委員から、グローバル共創科学部（仮称）連続セミナーについて、資料 

２４により案内があった。 

 

２ 議長から、本学における大学拠点追加接種について報告があった。 

 

以上 


